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﹃
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
﹄
㈡

　

前
号
で
は
、
江
戸
か
ら
明
治
初
期
の
区

内
に
あ
っ
た
河
川
を
再
確
認
し
、
震
災
前

の
東
京
市
内
の
河
川
に
つ
い
て
概
観
し
て

み
ま
し
た
。
掲
載
し
た
「
中
央
区
に
あ
っ

た
川
」
の
図
を
見
た
利
用
者
か
ら
、「
あ
ら

た
め
て
区
内
に
水
路
が
多
か
っ
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
」
と
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

さ
て
、
今
号
で
は
水
の
都
＝
江
戸
・
東

京
の
河
川
や
水
路
の
両
側
に
成
立
し
て
い

た
多
く
の
河
岸
地
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

考
察
し
て
み
ま
す
。

◇
江
戸
湊
と
河
岸

　

江
戸
以
来
、
東
京
の
中
心
部
＝
現
在
の

中
央
区
の
範
囲
及
び
江
東
地
区
の
水
路
の

大
部
分
は
、
運
河
と
し
て
の
機
能
と
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
水
路
の
両
側
に

は
河
岸
地
が
形
成
さ
れ
、
鉄
道
・
自
動
車

な
ど
の
陸
上
交
通
機
関
が
登
場
す
る
ま

で
、
す
べ
て
の
物
資
は
運
河
と
河
岸
地
を

経
て
、
江
戸
・
東
京
の
経
済
活
動
を
支
え

て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
運
河
や
河
岸
地

は
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
絶
え
ず

図１　『武州豊嶋郡江戸庄図』（寛永９年）より作成
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図２　江戸湊の河岸
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改
修
と
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

江
戸
の
市
街
地
は
約
七
割
以
上
が
武

家
地
で
、
寺
社
地
と
町
地
が
残
り
の
半

分
ず
つ
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
水
辺
に

つ
い
て
も
大
量
輸
送
に
好
都
合
な
江
戸

湊
＝
海
岸
沿
い
や
運
河
の
大
部
分
は
、

幕
府
や
諸
大
名
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て

お
り
、
町
人
が
利
用
で
き
た
河
岸
は
市

街
地
に
入
り
込
ん
だ
堀
や
運
河
、
濠
な

ど
の
水
辺
の
一
部
で
し
た
。

　

ま
た
隅
田
川
左
岸
以
東（
江
東
地
区
）

に
つ
ら
な
る
縦
横
の
運
河
の
沿
岸
に

も
、
多
く
の
河
岸
が
成
立
し
て
い
ま
し

た
。

　

図
２
に
示
し
た
と
お
り
、
江
戸
期
に

は
限
ら
れ
た
水
辺
空
間
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
河
岸
が
成
立
し
、
い
ま
で

は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
多
く
の
河
岸

が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
河
岸
地
は
、
江
戸
以
来
、

俗
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

九
（
一
八
七
六
）
年
か
ら
一
三
（
一
八

八
○
）
年
頃
に
か
け
て
、
町
名
の
起
立

や
改
称
に
合
わ
せ
て
正
式
な
名
称
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
橋
区
で

二
七
カ
所
、京
橋
区
で
は
二
六
カ
所
で
、

現
在
の
中
央
区
内
に
は
五
三
カ
所
も
あ

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
江
戸
湊

　

江
戸
は
天
下
の
三
津
（
京
都
伏
見
・

大
坂
と
江
戸
の
三
ヶ
所
）
と
呼
ば
れ
て

い
た
よ
う
に
、全
体
的
に
は
津
で
あ
り
、

隅
田
川
河
口
と
そ
の
右
岸
か
ら
芝
浦
に

つ
づ
く
「
江
戸
前
」
に
面
し
た
河
岸
が
、

江
戸
湊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

＊ 

津
と
は
、
船
舶
の
碇
泊
す
る
所
。

ふ
な
つ
き
・
人
の
集
ま
る
所
を
意

味
し
ま
す
。

　

天
正
一
八
（
一
五
九
○
）
年
に
江
戸

入
り
し
た
家
康
は
、
さ
っ
そ
く
本
拠
地

の
江
戸
「
湊
」
の
整
備
を
開
始
し
ま
し

た
。
将
軍
の
代
に
し
て
家
康

－

秀
忠

－

家
光

－

家
綱
の
四
代
、
七
○
年
に
も
お

よ
ぶ
大
江
戸
建
設
の
時
代
を
む
か
え
、

湊
と
市
街
地
は
、
徳
川
氏
の
実
力
に
比

例
し
て
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
将
軍

の
居
城
と
そ
れ
を
支
え
る
都
市
が
必
要

と
す
る
、
大
量
の
物
資
の
水
上
輸
送
手

段
を
確
保
す
る
た
め
で
し
た
。

　

＊ 

湊
は
、
港
の
意
味
す
る
「
船
つ
き

ば
」
と
は
違
い
、「
水
辺
に
あ
つ
ま

る
」と
い
う
状
況
を
意
味
し
ま
す
。

海
に
川
が
あ
つ
ま
り
、
そ
こ
に
舟

が
あ
つ
ま
り
、
人
と
物
が
集
ま
る

場
所
を
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

 

多
く
は
河
口
に
成
立
し
て
発
達
し

ま
し
た
。

　

江
戸
城
の
建
設
は
、
全
国
の
大
名
を

動
員
す
る
天
下
普
請
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
築
城
用
の
資
材
や
物

資
が
水
上
輸
送
を
利
用
し
て
、
江
戸
湊

に
集
中
し
た
わ
け
で
す
。

◇
初
期
の
河
岸

　

湊
の
具
体
的
な
施
設
で
あ
る
河
岸
と

物
揚
場
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま

す
。
江
戸
の
場
合
、「
河
岸
」
と
は
川
ま

た
は
海
に
面
し
た
町
人
地
に
付
属
す
る

荷
揚
場
を
い
い
ま
し
た
。

　

河
岸
の
文
字
通
り
の
意
味
は
川
の
沿

岸
の
こ
と
、
こ
こ
で
い
う
河
岸
と
は
川

や
海
に
面
し
た
町
屋
敷
に
付
属
す
る
荷

揚
場
所
を
さ
し
ま
す
。
た
ん
に
荷
物
が

陸
揚
げ
さ
れ
る
物
流
セ
ン
タ
ー
的
な
も

の
で
は
な
く
、
集
ま
っ
た
荷
物
＝
品
物

が
商
人
た
ち
と
相
対
で
取
り
引
き
さ
れ

る
、
市い
ち

場ば

の
よ
う
な
役
割
も
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

　

町
が
形
成
さ
れ
発
展
す
る
に
と
も
な

っ
て
、
水
路
に
沿
っ
て
取
り
扱
う
品
物

や
業
種
ご
と
に
河
岸
が
成
立
し
ま
し

た
。
一
方
、
武
家
地
の
場
合
は
「
物
揚

場
」
と
呼
ば
れ
て
、
河
岸
と
は
区
別
し

て
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

家
康
が
江
戸
入
り
し
た
当
時
の
江
戸

湊
は
、
平
川
河
口
（
現
在
の
大
手
町
付

近
）
を
中
心
と
し
た
日
比
谷
入
江
沿
岸

一
帯
が
、
そ
の
範
囲
だ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

河
岸
も
日
比
谷
入
江
沿
岸
の
八や

代よ

洲す

河
岸
と
江
戸
前
島
の
東
岸
に
限
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
、
入
江
の
西
側
沿
岸
に
は

日
比
谷
村
や
桜
田
村
、
東
側
に
老
月
村

が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
最
初
の
河
岸
は
、
臨
海
部
の

「
湊
」か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
家
康
が
江

戸
入
り
し
た
天
正
一
八
（
一
五
九
○
）

年
当
時
の
江
戸
城
は
、
日
比
谷
入
江
に

面
し
た
城
で
し
た
。
そ
の
後
新
た
な
江

戸
城
は
、
日
比
谷
入
江
沿
岸
の
河
岸
を

工
事
起
点
に
し
て
築
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
残
る
和
田
倉
門
の
呼
び
方
の

「
ワ
タ
」
は
海
の
意
味
で
、
海
か
ら
陸
揚

げ
さ
れ
た
物
資
の
倉
庫
を
指
し
た
名
称

で
す
。
こ
こ
か
ら
日
比
谷
ま
で
の
入
江

の
東
岸
（
当
時
の
海
岸
線
）
は
、
八や

代よ

洲す

海
岸
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

＊ 

八や

代よ

洲す

河
岸

－

ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ

ン
の
名
に
ち
な
む
河
岸
で
、
江
戸

初
期
の
中
心
的
な
河
岸
で
し
た
。

　

ま
た
江
戸
城
建
設
工
事
を
支
え
る
と
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と
も
に
経
済
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
江

戸
前
島
東
側
の
河
岸
は
、
上
方
か
ら
下

っ
て
き
た
廻
船
の
湊
で
、
材
木
を
は
じ

め
と
し
た
流
通
問
屋
が
軒
を
並
べ
て
い

ま
し
た
。

　

日
比
谷
入
江
の
埋
立
後
に
作
成
さ
れ

た
寛
永
江
戸
図（『
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄

図
』）
に
も
、
大
名
小
路
の
間
に
町
屋
や

河
岸
地
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
河
岸

の
名
残
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

図
１
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
図

中
央
部
分
の
八
代
洲
河
岸
の
北
に
あ
る

町
地
や
、
道
三
堀
沿
い
の
町
地
が
そ
の

名
残
で
す
。

　

江
戸
城
は
内
濠
・
外
濠
と
長
大
な
石

垣
と
濠
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
城

が
完
成
す
る
と
外
濠
東
側
の
多
く
は
、

町
人
の
河
岸
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
関
東
地
方
で

中
世
以
来
成
立
し
て
い
た
主
要
な
湊

は
、
江
戸
湊
の
中
に
も
既
得
権
を
認
め

ら
れ
て
、
幕
府
か
ら
河
岸
地
を
与
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
河
岸

が
日
本
橋
川
沿
い
の
木
更
津
河
岸
と
箱

崎
川
沿
い
の
行
徳
河
岸
で
す
。

　

利
根
川
や
鬼
怒
川
と
い
っ
た
関
東
全

域
を
流
域
と
す
る
奥
川
筋
の
水
系
に
も

多
数
の
河
岸
が
成
立
し
、
こ
れ
ら
の
河

岸
と
江
戸
と
を
結
ぶ
運
河
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
代
表
的
な
水
路
が
小
名
木
川

や
竪
川
で
、
と
く
に
小
名
木
川
は
利
根

川
本
流
と
江
戸
と
の
大
幹
線
で
し
た
。

　

江
戸
城
築
城
に
あ
わ
せ
て
市
街
地
の

埋
立
が
進
め
ら
れ
、
当
初
の
海
岸
線
や

自
然
河
川
の
姿
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
市
街
地
の
水
路
は
大
部
分
が
陸
地

を
掘
っ
て
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

水
面
を
埋
め
残
し
て
運
河
化
し
た
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
て
、
唯
一
の
例

外
は
神
田
川
だ
け
だ
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
そ
の
後
の
河
岸

　

江
戸
の
水
際
の
大
半
は
幕
府
や
諸
大

名
に
よ
っ
て
占
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
町
人
の
河
岸
は
市
街
地
に
入
り
込

ん
だ
濠
や
堀
な
ど
の
水
辺
に
限
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
最
初
に
書
い
た
と
お

り
で
す
。

　

そ
し
て
江
戸
の
初
期
に
日
比
谷
入
江

と
江
戸
前
島
東
岸
に
限
ら
れ
て
い
た
集

落
も
、
家
康
の
江
戸
入
り
直
後
の
自
営

工
事
で
開
削
さ
れ
た
道
三
堀
と
日
本
橋

川
の
沿
岸
に
移
転
さ
せ
ら
れ
、材
木
町
、

柳
町
、
舟
町
、
四
日
市
な
ど
の
城
下
町

が
成
立
し
ま
す
。
江
戸
城
の
城
廓
の
拡

張
に
よ
り
、
水
辺
の
集
落
が
城
の
な
か

に
取
り
込
ま
れ
た
結
果
の
移
転
で
、
江

戸
城
が
完
成
す
る
ま
で
に
、
江
戸
の
各

所
で
何
度
も
く
り
返
さ
れ
た
市
街
地
の

移
動
で
し
た
。

◇
河
岸
の
名
称
の
特
徴
は

　

多
く
の
河
岸
は
巨
大
都
市
・
江
戸
の

建
設
・
発
展
の
原
動
力
と
し
て
機
能
し

た
場
で
、
そ
の
名
称
は
様
々
で
す
。

　

中
世
以
来
の
江
戸
原
住
民
の
居
所
に

ち
な
む
も
の
に
木
更
津
河
岸
、
行
徳
河

岸
、
四
日
市
河
岸
、
小
舟
河
岸
、
日
比

谷
河
岸
な
ど
が
あ
り
、
河
岸
が
扱
う
品

名
か
ら
つ
け
た
も
の
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
魚
河
岸
を
は
じ
め
白
魚
河
岸
、
大

根
河
岸
、
米
河
岸
、
塩
河
岸
、
材
木
河

岸
な
ど
で
す
。

　

ま
た
向
井
将
監
（
江
戸
湊
の
警
備
隊

長
）
に
ち
な
む
将
監
河
岸
、
湊
河
岸
。

ほ
か
に
人
名
か
ら
市
兵
衛
河
岸
、
左
衛

門
河
岸
。
東
北
征
伐
時
の
源
伝
説
に
ち

な
む
も
の
に
は
兜
河
岸
、
鎧
河
岸
が
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
一
場
所
で
も
時
代
に
よ
り

河
岸
名
を
変
え
た
も
の
、
同
時
に
二
つ

以
上
の
河
岸
名
を
も
つ
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

◇
江
東
地
区
の
河
岸

　

江
戸
城
建
設
と
市
街
地
の
拡
大
に
あ

わ
せ
て
、
利
根
川
や
鬼
怒
川
両
水
系
の

多
く
の
河
岸
＝
奥
川
筋
の
河
岸
と
江
戸

の
河
岸
を
結
ぶ
水
路
が
建
設
・
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
江
東
地
区
の
小
名
木
川
と

竪
川
が
そ
の
水
路
で
、
両
岸
に
も
多
く

の
河
岸
が
あ
り
ま
し
た
。
江
東
地
区
の

当
時
の
陸
地
は
、
隅
田
川
川
沿
い
の
自

然
堤
防
の
上
だ
け
で
、
そ
こ
に
本
所
・

深
川
の
猟
師
町
が
起
立
し
ま
す
。

　

明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
の
大
火
を
機

会
に
し
て
、
漁
師
町
を
拠
点
に
江
東
地

区
の
干
拓
・
埋
立
が
進
行
し
ま
す
。
当
時

す
で
に
飽
和
状
態
に
な
っ
て
い
た
江
戸

の
河
岸
機
能
を
補
う
こ
と
が
目
的
で
、市

街
地
の
河
岸
か
ら
、
倉
庫
の
機
能
を
分

離
・
移
転
さ
せ
る
措
置
だ
っ
た
の
で
す
。

　

本
所
・
深
川
の
開
発
は
、
江
戸
の
市

街
地
の
発
展
・
拡
大
に
よ
る
物
資
量
の

増
加
と
多
発
す
る
火
災
に
備
え
た
も
の

で
し
た
。
商
売
は
従
来
の
市
街
地
の
河

岸
、
物
資
の
保
管
は
本
所
・
深
川
と
い

う
分
担
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
代
表
が
材
木
町
の
木
置
場（
木

場
）
で
し
た
。

　

以
下
、
次
号
に
続
き
ま
す
。

 

（
菅
原
健
二
）


